
第 23 回丸亀城石垣崩落対策本部会議録 
 

 

１ 開催日時 令和２年３月２３日（月）午前１０時３０分～午前１０時５５分 

 

２ 開催場所 本館３階「特別会議室」 

 

３ 議  事  
⑴ 丸亀城石垣復旧工事の現況写真 

・現在、三の丸石垣西面の上から１２段目までの石材の取り外しが終り、斜面を安定 

させながら整形している。 

 

⑵ 埋没石垣２の出現について 

・応急対策工事時に発見された埋没石垣の北側から新たに埋没石垣が出現した。埋没石

垣を残す方向で掘削を進めている。 

 

  →埋没石垣は崩れた状態のまま出てきたのか。（市長） 

  ・崩れた状態で出てきた。 

 

  ・当初５１本のアンカーを施工する計画だったが、埋没石垣が出現したため埋没石垣 

に影響しないよう、アンカー位置、法面の掘削角度を検討している。 

  

⑶ クラック（地割れ）の出現について 

・三の丸石垣解体現場に 3/9 にクラック（地割れ）が出現した。クラックを残したまま

の施工は今後更なる崩落を誘発する恐れがあるため、除去する方法を検討している。

明日（3/24）石垣復旧専門部会委員立会いのもと現場確認を行い検討する。 

 

⑷ 令和２年度の事業予定 

・平成３０年度、業務委託・工事は令和元年度に繰越を行い、今年の３月末で終了予定。 

・令和元年度、業務委託・工事は繰越を行い、８月末を目処に終える予定。 

 

  →埋没石垣はそのまま残すのか。（市長） 

  ・応急対策工事の時もそのまま残した。歴史的な事実なので、残せるものは残したい。 

 

  →残したまま、埋め戻すのか。（市長） 

  ・クラックの状態次第で取り外すかもしれないが、できるだけ残したい。  



   →埋没石垣は今回の崩落で移動しているのか。（市長公室長） 

  ・埋没石垣は地中にあるので崩落前の状況はわからない。地盤の中なので動いていると

は考えにくい。 

 

  →クラックも掘って出たのか。（市長） 

  ・最近割れた新しい割れには見えない。古い割れなら土が入っているが、あまり入って

いない。試掘してみないとわからない。 

 

  →昔から割れた状態で埋まっていたのなら、水が通り抜けていた可能性もあるのか。

（市長） 

  ・影響があったかもしれない。 

 

⑸ 今までの工事に伴う文化財調査について 

  ・本格復旧工事で検出した埋没石垣は、応急対策工事で検出した埋没石垣２に継続する

石垣であることがわかった。 

  ・埋没石垣１は櫓台の内側の石垣、埋没石垣２は土留めの役割を果たす石垣又は井戸廓 

   の石垣と推測している。 

  ・三の丸西面石垣背後の土は造成に違いが見られる。細かい土を硬く占め固めた層と、   

   荒く造成された層があり、改修されたと推測している。 

  ・改修の裏づけとして石垣の栗石層に特徴があり１２段より上の石垣から出てきている。

見返り坂の改修時と同じ痕跡が栗石層から見られるため、文化財的に見ても江戸時代

に数回の崩落がおきている。 

 

⑹ 石樋背後の発掘調査について 

・今回の崩落原因の一つに大雨が挙げられるが、石垣にとって排水は重要。北石垣にも

孕みが見られるため、城内２箇所の石樋が雨水排水に活用できるか発掘調査を行った。 

・石樋の内側に暗渠排水があり、排水の状況がわかった。来年度は調査を拡張して石樋

の延長と、使用できるか確認をする。使用できるのであれば石樋を活用した排水計画

を作成し、使用できなければ文化庁と協議を行い、新しい排水整備を行う予定。 

 

⑺ ＰＲ館運営小会議の報告 

・ボランティアガイドに協力依頼をしてはどうかという意見について、ガイドの依頼が

あれば事前確認を行い、時間に余裕のある方には既にＰＲ館の案内を行っている。 

 

  ・キッズウィークの見学会を今治造船の工場見学から石垣工事の現場見学会に変更。 

  ・同時期に開催されるニッカリ青江展は一般の列に並び観覧可能。 



・ＰＲ館来館記念として「石垣カード」を作成し、自由に持ち帰れるようにする。 

 

⑻ その他 

 

４  出席状況  

⑴ 本部構成者（第３条） 

職 氏 名 出欠 

市 長 梶   正 治 ○ 

副 市 長 徳 田 善 紀 ○ 

教 育 長 金 丸 眞 明 × 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林   諭 ○ 

市 長 公 室 長 横 田 拓 也 ○ 

総 務 部 長  栗 山 佳 子 ○ 

健康福祉部長  宮 本 克 之 ○ 

こども未来部長   石 井 克 範 ○ 

生活環境部長  小 山 隆 史 ○ 

都市整備部長  吉 本 博 之 ○ 

産業文化部長  山 地 幸 夫 ○ 

ボートレース  

事 業 局 次 長 
矢 野 浩 三 ○ 

教 育 部 長  川 田 良 文 ○ 

消 防 長 田 中 道 久 ○ 

議会事務局長  渡 辺 研 介 ○ 

 

(2) 関係職員 

   市長公室職員課長                井 上 孝 敏 

   市長公室秘書政策課長              窪 田 徹 也 

   市長公室秘書政策課副課長            谷 本 智 子 

   市長公室秘書政策課政策推進担当長        野 本 政 宏 

市長公室秘書政策課主査             宇 野 大志郎 

総務部財務課副課長               高 倉 鋭 悟 

  

 

(3) 事務局 

   教育部文化財保存活用課副課長          東   信 男 



   教育部文化財保存活用課丸亀城管理室長      上 甲 育 司 

   教育部文化財保存活用課丸亀城管理室総括担当長  阪 本 晃 弘 

   教育部文化財保存活用課丸亀城管理室主査     真 鍋 和 江 


